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子供・若者・子育て当事者の意見まとめ 
 

１ 意見聴取の目的 

令和５年４月に施行されたこども基本法においては、全てのこどもについて、その年齢

及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮されるこ

とが基本理念として掲げられるとともに、国や地方自治体がこども施策を策定・実施・評

価するにあたり、こども・若者・子育て当事者等の意見を反映する措置を講ずることが義

務付けられています。 

本計画を策定するにあたり、子育て支援課職員が実際に出向いて、子供・・若者・・子育て当

事者に対してヒアリングを行い、得られた意見からニーズを汲み取り、どのように計画に

反映するか検討しました。 

２ 小学生へのヒアリング 

（１）実施概要 

テーマ ：子供の居場所、意見表明の方法 

実施日 ：令和６年９月 17 日（火）、19 日（木）、10月８日（火） 

開催場所：市内小学校２校 

参加者 ：６年生約 170 人 

実施方法：授業でのヒアリング、放課後に希望者に対してヒアリング 

（２）小学生の意見 

①子供の居場所について 

よく居る場所 

回答 主な理由 

家（約 120 件） 落ち着く、家族がいる、安心する、ゲーム・テレビがある、好きな

ことができる、楽しい、みんなと話せる、いつもいる場所、本音を

言える など 

自分の部屋（約 60

件） 

落ち着ける、リラックスできる、一人でゆっくりできる、静か、好

きなものに囲まれている、勉強できる、携帯を使える など 

学校（約 50 件） 友達がいる、楽しい、みんなと話せる、みんなで遊んだりできる、

勉強できる など 

公園・グラウンド等 

（約 40 件） 

友達と遊べる、スポーツができる、気持ちが落ち着く、人がたくさ

んいる、遊具があって遊べる、探検したくなる など 

友達の家、友達といる

とき（約 25 件） 

楽しい、みんなと話ができる、さみしくない など 

会議資料２ 
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ショッピングモール

（約 25 件） 

いろんなことができる、好きなお店がある、楽しめる、涼しい、い

ろいろな食べ物がある、何でもあってワクワクする など 

塾、自習室（約 20

件） 

勉強ができる・はかどる、静かで涼しい、勉強していて落ち着く、

集中できる、楽しい、受験という目標に向かってみんな頑張ってい

るのでやる気が出る、友達がたくさんいる、新しいことも学べる、

先生がおもしろい、アドバイスをしてくれる など 

図書館、図書室（約

20 件） 

静か、好きな本がたくさんある、かおりが好き、本を読んでいると

他のことを気にしなくていい、涼しいし一人になれる など 

習い事（約 10 件） バレエ教室、ダンス教室、ピアノ教室、水泳教室 など 

友達もいる、ほめてもらえる、楽しい、ストレス発散できる など 

自然の中（約 10件） 自然の音が聞ける、人が少なくて楽でいれる、ゆっくり探検 など 

おじいちゃんおばあち

ゃんの家（約 10件） 

ご飯が美味しい、居心地がいい、広い、久しぶりにあえて楽しい、

ゆっくりできる、やさしくしてもらえる、静かで落ち着ける など 

ネット環境（約 6件） さみしくない、目をあわさなくていい など 

遊園地（約 6件） いろんなアトラクションがあって家族との時間がとれる、好きなキ

ャラクターがいる など 

その他 みんなで楽しくいられる所、仲良い人が居る所、趣味の場所、児童

館、水族館や動物園、プール、ゲームセンター、トイレ、一人の

時、心の中、コンビニ、相談できる場所 など 

 

あったらいいなと思う場所 

回答 主な理由 

グラウンド・公園・広

い公園（約 50 件） 

自然の音が聞けて子供が楽しめる、公園のない町に公園を作って遊

べる場所にする、みんな楽しくなってほしいから、子供はたくさん

遊ぶから広々と遊べる場所をつくる、ボールを使って遊びたい、1人

でのんびり過ごせる、友達と全力で遊べる、公園がせまい など 

室内遊び場、体育館

（約 30 件） 

みんなが使える体育館（無料）、季節に合わせた温度、季節に関係

なく体を動かせるから、いつでも勉強できるから入って遊んでもい

い体育館をつくりたい、あまり見かけないから、親が一緒に入らな

くても入れる場所があればいい など 

子供だけで居られる場

所（約 20件） 

大人といっしょに行くと自由にできないから、大人にじゃまされる

から、はしゃぎまくれるから、楽しめるから など 

自由に安心して過ごせ

る場所（約 15 件） 

遊んだり学校以外でも勉強したりする自由な所、家にひとりでいる

人が集まって楽しくできる所、つらいときとか家にいてたくない時

にあったらいい、まだ子供が安心して入れる場所が少ないと思った

から、子供が好きでやさしい人がいればいい など 
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図書館（約 15 件） 和歌山（身近に）にあまりないから、勉強するところがほしい、本

を読みたい、静かに本を読んで心を落ち着かすことができるから、

静かで勉強がはかどるし本を読むとかしこくなれるから、本を増や

しいろんな人が本を好きになってほしい など 

遊園地（約 20 件） 自分が遊園地に行った時めっちゃ楽しいと思ったから、遊園地を作

っていろんな人に来てもらう、子供が楽しめる、子供の笑顔が絶え

なくて大人も思わず笑顔が出るから など 

ゲームセンター（約

15 件） 

子どもは遊ぶのが仕事だから、楽しいから など 

相談できる場所等（約

10 件） 

一人ぼっちの時も来たら楽しくしゃべったり相談ができるから、自

分の話を聞いてほしいと思うから、子供でも相談ができるところが

ほしいから、ストレスをかかえないため など 

動植物と触れ合える場

所（約 9件） 

和歌山にあまりないから など 

こども食堂（約 8件） ごはんが食べれない人がないようにする、もうちょっといっぱいほ

しい、気軽に行けそうな場所だから、困ってる人が多いと思う、お

いしいごはんを食べてげんきになってほしいから など 

児童館（約 5件） 一泊研修会が楽しかった、休日には生け花もできる、事前登録とか

ないので割と自由に行ける、狭いのでもっと広いところで遊びた

い、学校の先生がいたら勉強を教えてもらえる など 

その他 プールなど水遊びができる場所、ショッピングモール、温泉施設、

ほしいものが買える・食べたいものが食べれる店、一人で居れる場

所、日本の伝統を体験できる場所 など 

 

子供が必要としている居場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多くの子供が・ 家」を自分の居場所と感じています。また家の中では、 自分の部屋」

と答える意見も多く、 ひとりでゆっくりできる」時間も必要と感じているようです。 

 一方、自由に遊べる場所が少ないと感じている意見が多くあります。例えば、公園で

は・ ボールが使えない」、雨の日や季節に関係なくに遊べるような・ 室内遊び場」が少

ないなど、子供がのびのびと遊べる環境が少なく、あったとしてもお金がかかるといっ

た、遊びづらさも感じているようです。 

 勉強しても遊んでもいい、自分の好きなことができる・ 自由室」のような場所があれ

ばいいという意見もありました。家や学校以外に、何にも縛られず自由に過ごせる場所

を必要としているように感じます。 

また、・ 一人ぼっちの時も、行けば楽しくしゃべったり相談ができる場所」 子供で

も相談できるところがほしい」 学校行きたくない人が行く施設」など、相談できる場

所・安心できる場所のニーズがあることもうかがえます。 
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②意見表明について 

おとなに意見を言いたいのはどんな時か 

感情的になっている大人への

不満（約 72 件） 

 

意見を言わせてくれない、言っても反論される時（約 16 件） 

怒られている時（約 13件）  

理不尽に怒られた時（約 9件） 

機嫌が悪い時の大人の態度（約 9件） 

八つ当たりされた時（約 7件）  

一方的に怒られている時（約 7件） 

話を聞いてくれない時（約 2件） 

声が大きい/どなる（約 3件）  

その他（急にテンション変わるなど）（約 6件） 

不公平/差別を感じる時（約 73

件） 

大人のルール・態度に矛盾を感じる時（約 18 件） 

年齢・学年・性別・兄弟姉妹間で差別された時（約 15 件） 

自分のことは棚に上げて注意された時（約 10 件） 

人によって態度を変えられた時（約 7件） 

他の子と比べられた時（約 7件） 

大人がえらいという態度（約 6件） 

「子供だから」と言われた時（約 3件） 

その他（昔と比べられた時など）（約 7件） 

大人の一方的な命令・考えの

押し付け（約 27件） 

勉強しろと言われる時（約 11 件） 

ルールや考えを押し付けられた時（約７件） 

命令された時（約 4件） 

嫌なこと・できないことをやらされる時（約 3件） 

夢や進路を勝手に決められた時（約 2件） 

その他 自分の要望がある時（約 58 件） 

学校・習い事に関する不満がある時（約 54 件） 

困っている/助けが必要な時（約 25 件） 

やっていることを邪魔された時（約 10 件） 

大人の事情に巻き込まれた時（約 4件） 

いいことがあった時（約 3件） 

けんかした時（約 2件） など 
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感情的になっている大人への不満から、子供たちの思い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんなやり方なら意見を言いやすいか 

大人の態度・姿勢による（約 75

件） 

 

否定や反論をせず最後まで話を聞いてくれる（約 20 件） 

やさしい態度・口調（約 13 件） 

怒ってない時（約 9件） 

怒らないと約束してくれる（約 7件） 

共感する態度（約 6件） 

圧がない・緊張感がない（約 6件） 

その他（言うことがまとまるまでまってくれるなど）（約 14

件） 

匿名で言う（約 55 件） メール・SNS・ネット等（約 23 件） 

投票箱・アンケート・手紙等（約 17 件） 

誰が言ったかわからないようにする（約 14 件） 

その他（録音する）（1件） 

誰かと言う（約 40 件） 誰かと一緒に言う（約 20 件） 

友達と一緒に言う（約 15 件） 

同じ意見を持つ仲間と言う（約 2件） 

その他（ペットと一緒になど）（約 6件） 

一人で言う（約 14 件） 個別に意見を言う（約 10 件） 

大人と子供１対１で言う（約 8件） 

 

大人が感情的になっているときに、子供たちも意見を言いたいと感じています。 

一方的に怒られたり、話を聞いてもらえなかったり、あるいは機嫌で態度が急に変わ

ることへの不満の声が多く挙がっています。大人が・ すぐ怒る」 すぐ怒鳴る」という

指摘が複数あり、大人の激しい感情表現に子供たちは困惑していることがうかがえま

す。 

 理不尽に怒られる」・ 八つ当たりされる」など、大人の感情コントロールについて、

子供たちがはっきりと認識しており、子供としても不当に感じています。 怒られてい

るとき、人の心もわかってないのに勝手に決めつけられる」という声には、子供たちの

切実な思いが表れています。 

 怒られた時、大人が一方的に怒ってしゃべってるから子供にもしゃべる時間がほし

い」という意見もみられ、大人が感情的になっている時こそ、子供はコミュニケーショ

ンを求めています。 
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その他 言いやすいタイミング（イベント時など）（約 10 件） 

誰かに言ってもらう（約 8件） 

直接言う・自分で言う（約 4件） 

困った時（約 4件） 

気軽に行ける場所で言う（約 2件） など 

意見を言いやすい人（約17件） 若い人（約 2件） 

元気・明るい人（約 2件） 

声のトーンによる（約 2件） 

その他（気の合う人、約束を守ってくれる人など）（約 11件） 

 

意見を言うとき、子供が求めていること 

 

 

 

 

 

 

  

 子供は意見を言うとき、大人には怒らず、目線を合わせて、共感する態度で意見を聞

いてほしいと思っています。また、自分が言った意見であることが分からないようにし

てほしいという意見も多く見られます。意見を直接聞く方法の他、アンケートなどの匿

名性に配慮した方法など、子供が安心して意見を言える方法で意見聴取を行うことが

必要です。 
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３ 大学生へのヒアリング 

（１）実施概要 

テーマ ：少子化社会、意見表明の方法 

実施日 ：令和６年 10月 16 日（水） 

開催場所：市内大学１校 

参加者 ：３回生、４回生計約 30人 

実施方法：授業でのヒアリング 

（２）大学生の意見 

①少子化社会について 

少子化社会に対するイメージ 

・昔から問題として取りざたされているが解決していない。 

・中高校生の時から聞きなれていて危機感がない。 

・問題だと感じるが、結婚して子供を産むという願望がない。 

・結婚しない選択も認めてほしい。自分は仕事をしっかりやってキャリアを上げていきたいの

で、育児しながらは厳しい（女性意見）。 

・家事をすること、育児をすることに全く抵抗はない（男性意見）。 

・未婚でも幸せそうな人が SNS などで可視化されていたり、他に楽しいことがあるので、結婚

の魅力が相対的に下がっているのでは。 

・進学・就職など、女性の選択肢が増えている。 

・お見合いが主流であった時代から、自由恋愛が主流となっているのは、時代の変化であり、

結婚しない・できない人が増えるのは自然なことではないか。 

・共働きが増えているから尚更、残業とか休日出勤とか不安で、仕事と子育てを両立できるか

分からない。 

 

少子化社会への対策 

・男女の性別役割意識をなくしていくことが必要。 

・企業が育休取得を促すなど、仕事と子育ての両立支援が必要。 

・子供を育てる・支える側への支援が必要。 

・少子化は結局親支援であり、親を支えるような施策や地域で親を支えるような環境を整える

ことが必要。 

・教育費や医療費など子育てに関する経済的支援を拡大していくべき。 

・大学の授業料の無償化。 
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理想の社会について 

・子供を産んで住みたいと思えるような市独自の子育て施策を考えてほしい。 

・子供同士・親同士が交流できる機会を作ったり、地域と家族が交流する会がもっとあればい

いと思う。 

・自由に出入りできて相談できる場所があちこちにある社会が理想。子育て支援拠点施設を増

やし、職員の知識を底上げも必要。 

・交通機関が不便であるため、利便性を高める取組が必要。 

 

若者の少子化社会の捉え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

②意見表明の方法について 

今まで意見を言う機会があったか 

・学校で新しいルールを作ろうとしたけど却下された。 

・高校の時、制服を変えることについて、生徒会の投票があり、実際に制服が変わったことが

ある。 

・大学のバス停で並ぶ位置を色別に分けた（大学自治会でアンケートを募り採択された）。 

・行政に対してはあまり意見を言う機会がない。 など 

 

どんなやり方なら意見を言いやすいか 

・ＱＲコード等を使って、ネットからなら手軽（学校とかで通知する。自分から検索してとか

は少なそう）。 

・授業の中で、アンケートみたいな時間を設ける（タブレットが配付されているから、集計も

楽では）。 

・アンケート等は伝わった感がないが、フィードバックがあれば伝わった感を得られる。 

・世代が近い方が話しやすい。 

・大学生は授業の中で、意見を言う機会があったりするが、高校生ですぐ就職したりすると、

集まることさえ難しい。グーグルフォームのチラシを貼るなど、アンケートで意見を募れ

ば、そういう子たちも意見を言いやすい。 など 

 大学生の少子化社会へのイメージについて、問題だと感じている一方、結婚や子供を

産むことを望まない意見もあり、個人の自由な意思を尊重する施策が必要です。また、

少子化社会を打開する策として、経済的支援を挙げる学生が多く、若者が将来への経済

的不安を抱いていることが伺えます。子育てするにあたり、様々な経済的支援があるこ

とを知らないことも考えられるので、制度について周知していくことが必要です。 
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意見を聴いた後のフィードバックの重要性 

 

 

 

 

 

 

 

③その他の意見 

学校教育について 

・性教育を充実させ、望まない妊娠をしないようにする。 

・大人になってからも分からないことが多いと思うので、政治・税金・お金などの教育にもっ

と力をいれてほしい。 

・先生の数を増やすなど、学校に予算をかけて、学校だけで十分と感じられるような学校環境

にしてほしい。 

 

  

 若者に意見を聴く方法として、スマートフォン等でＱＲコードを読み込んで行うア

ンケートなど、若者にとって身近な方法が挙げられました。一方、アンケートは伝わっ

た感じがしないという意見もあり、意見を聴取する際は、いかなる方法であっても、そ

の意見に対してフィードバックすることが求められています。 
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４ 子育て当事者へのヒアリング 

（１）実施概要 

テーマ ：出産・育児に対する不安、子育て情報の取得方法など 

実施日 ：令和６年９月９日（月） 

開催場所：地域子育て支援拠点施設１施設 

参加者 ：子育て当事者約 15 人 

実施方法：施設に出向いてのヒアリング 

（２）子育て当事者の意見 

妊娠・出産 

・出産のしんどさを相談できるところが知りたい。 

手続き関係 

・産前産後で体調が悪い時や、子供を連れて市役所や保健センターに行くことが大変。様々な

申請を、マイナンバー等を利用してほっと簡単にできるようにしてほしい。 

・子育て支援制度の使い方を分かりやすくしてほしい。 

・アンケートを取る際は、それがどう活用されるのか明確にしてほしい。 

・産後ケアを無料で受けられるチケットを配ってほしい。 

相談先 

・気軽に話せる場所がほしい。子育てのしんどさを吐き出したいが、「好きで子供を産んだ」

と思われるのではと思い、弱音を吐きづらい。 

・子育てに悩んでいても、児童相談所に行くまでの中間の相談所がない。 

・子育ての大変さを分かってくれるところが必要。自信がない中、子育てしている。 

・就園以降どこに相談すればよいのか分からない。 

・中学生ぐらいになると支援が打ち切りになる。切れ目ない支援をしてほしい。 

子育て支援情報 

・アンケート等をとる際は、それがどう活用されるのか、明確にしてほしい。 

・子育て支援情報冊子は渡されたその時にしか見なかったりする。タイムリーな情報を随時ほ

しい。 

・子育て支援情報冊子の広告順を考えてほしい。 

・市のホームページは分かりにくく、堅苦しい。読む気がせず、子育て支援制度を使うハード

ルが上がる。 

・子育て支援制度にどのようなものがあるのか知らなかったが、子育て支援拠点施設で教えて

もらった。 

・市のラインはあるが、ラインから市のホームページに飛んでも、ホームページが分かりにく

いので結局よく分からない。 
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・子育てのことを知るのは口コミが多い。 

・いくつも検索しなくても、一つで分かる情報源があればよい。 

・育休復帰後にどういった支援があるのか分かりにくい。 

・園庭開放は安心安全に子供を遊ばせられるとてもいい場所だと思っている。園庭開放一覧の

情報を周知してほしい。 

・生後間もない子を預かってもらえる場所が知りたい。 

一時保育 

・リフレッシュ目的で利用できる一時預かりの日数を増やしてほしい。 

・理由がリフレッシュであっても、一時預かりを利用するにあたり、引け目を感じさせない接

客応対をしてほしい。 

・毎月２５日が一時保育の申請日だが、子供を連れて市役所へ行かないといけないのがとても

しんどい。保育所での現地申請もできるようになったが、保育士さんの時間が拘束されること

を思うと、現地申請するのは申し訳なく思う。 

療育の子をもつ保護者の意見 

・仕事と子育てが両立できるよう、発達支援が必要な子を持つ家庭への支援を充実させてほし

い。 

・児童発達支援の見学について、最後までフォローしてほしい。 

・療育手帳を持っている子を預けられる場所がほしい。 

その他の意見 

・２～３時間でも休みがほしい。当日申込をしても子供を預けられる場所がほしい。 

・子供を産むハードルを下げてほしい。３人目には支援制度があったりするが、１人目、２人

目は支援がなく、育てるのが前提になっている。３人目の支援があるから、和歌山で産みたい

とは思わない。 

・乳幼児期の子育て中は、夫婦共に時短勤務など育児と仕事を両立できるよう制度を整えてほ

しい。 

・年の離れた子が一緒に遊べるところや、室内遊び場を作ってほしい。 

・父親が子供のためにわざわざ遊びに来る施設ではなく、何かのついでに行けるような場所が

あれば父親も遊びに来やすいのでは。 

 

子育て当事者が求めていること 

 

 

 

 

 

 子育て当事者へのヒアリングの結果、より具体的なニーズを汲み取ることができま

した。 ・（子育てに関する）一つで分かる情報源があればよい」・ 簡単に手続きできるよ

うにしてほしい」といった子育て支援制度の利便性向上が求められています。・ どこに

相談したらいいか分からない」・ 数時間でも子供を預けたい」といった、負担感・・不安

感の解消を望む声も聞かれました。 


